
 

令和４年 人口推計・広島県人口移動統計調査の結果について 

 

 

■ 日本の男女別総人口の推移（２００６年～２０２２年：全国） 

国の人口推計では、日本の２０２２年（令和４年）１０月１日現在の総人口は、 

１憶２４９４万７千人、前年に比べ５５万６千人（－０.４４％）の減少となりました。 

 総人口は、２００８年（平成２０年）にピークとなり、２０１１年（平成２３年）以降、 

１２年連続で減少しました。 

 

（単位：千人） 

 
総務省：人口推計（２０２２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

増減数 増減率（％）

２００６年（Ｈ１８） 127,901 133 0.10 62,387 65,514

２００７年（Ｈ１９） 128,033 132 0.10 62,424 65,608

２００８年（Ｈ２０） 128,084 51 0.04 62,422 65,662

２００９年（Ｈ２１） 128,032 -52 -0.04 62,358 65,674

２０１０年（Ｈ２２） 128,057 26 0.02 62,328 65,730

２０１１年（Ｈ２３） 127,834 -223 -0.17 62,207 65,627

２０１２年（Ｈ２４） 127,593 -242 -0.19 62,080 65,513

２０１３年（Ｈ２５） 127,414 -179 -0.14 61,985 65,429

２０１４年（Ｈ２６） 127,237 -177 -0.14 61,901 65,336

２０１５年（Ｈ２７） 127,095 -142 -0.11 61,842 65,253

２０１６年（Ｈ２８） 127,042 -53 -0.04 61,816 65,226

２０１７年（Ｈ２９） 126,919 -123 -0.10 61,753 65,165

２０１８年（Ｈ３０） 126,749 -170 -0.13 61,673 65,076

２０１９年（Ｒ元） 126,555 -193 -0.15 61,588 64,967

２０２０年（Ｒ２） 126,146 -409 -0.32 61,350 64,797

２０２１年（Ｒ３） 125,502 -644 -0.51 61,019 64,483

２０２２年（Ｒ４） 124,947 -556 -0.44 60,758 64,189

年次

総人口（全国）

男性 女性10月1日
現在人口

純増減（対前年）



都道府県別人口の推移（各年１０月１日現在） 

令和４年は、東京都以外の都道府県が人口減少となり、広島県においては、１年間に約２万人

減少する結果となりました。 

（単位：千人） 

 

総務省：人口推計 
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■ 広島県の市町村別人口の推移（平成２４年，令和３～４年） 

令和４年広島県人口移動統計調査で令和４年１０月１日現在の広島県の人口は、  

２７５万９千７０２人となりました。 

人口増減を市町別でみると、市で人口が増加したのは、東広島市（１,００２人）の１市のみ

で、他の１３市は減少となりました。町で人口が増加したのは、府中町（５３人）、海田町 

（１２５人）の２町で、他の７町は減少となりました。 

江田島市は、４０６人の減少という結果となり、１０年前の平成２４年と比べると、 

４，９０７人の減少となっています。 

 

（単位：人） 

 
広島県人口移動統計調査（甲調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ 江田島市の年齢（５歳階級）別推計人口（各年１０月１日現在） 

人口減少及び高齢化傾向は変わっていません。 

 

 

広島県人口移動統計調査（甲調査） 

 

 

■ 住民基本台帳による江田島市の年齢（５歳階級）別人口（令和４年１０月１日現在） 

江田島市の住民基本台帳による数値で、最も人数が多い階級は、７０～７４歳となっていま

す。令和２年国勢調査と同様の結果で、平成２７年の国勢調査では、６５～６９歳が最も多い階

級でした。 

（単位：人） 

 

江田島市 住民基本台帳 

 

1,900 1,844 1,738 1,669 1,617 1,556 

11,484 11,149 10,693 10,406 10,174 9,920 

10,069 10,001 9,930 9,855 9,546 9,455 
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■ 自然動態（出生・死亡）及び社会動態（転入・転出）の推移 

引き続き、自然動態は減少傾向となっており、社会動態は改善傾向となっています。 

 

 

広島県人口移動統計調査（甲調査） 

 

 

広島県人口移動統計調査（甲調査） 

 

 

 

 

 

 



 

 

■ 社会動態（転入・転出）の理由別（令和４年（２０２２年）） 

前年同様に「就職」はもちろんですが、「介護」が転入超過となりました。 

「転勤」などの仕事関係が大きな転出超過となっていること、「結婚・離婚・養子縁組」が 

転出超過となっていることは、これまでと同様ですが、「転業・転職」、「退職・廃業」が転出 

超過の要因となっています。 

 

 
広島県人口移動統計調査（乙調査） 

 

 

３ 


